
お茶の水女子大学では、2025年国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）

次世代研究者挑戦的研究プログラムに採択されました。

本プログラムは世界の人々と協働し、生涯にわたりより良い未来の創造に向けた変革を起こす

「革新」×「共創」力を備えた人材である博士後期課程学生を対象とし、

「研究専念支援金」および「研究費」を設けるのに加え、

研究成果を社会で実践できるような、あたらしいキャリアパス開発も個別支援することで、

修了後のポスト確保につなげる事業を行います。

オンデマンド配信中（～4月30日まで）

対象：博士(前期・後期）課程学生・進学を視野に入れた学部生

主に博士後期課程学生を対象とする総合ガイダンスです。

内容の一部で、本プログラムの紹介を取り扱いました。

視聴申込：Moodle コース「学生・キャリア支援センター」

対象：博士前期課程学生・学部生

詳細・申込：Moodle コース「学生･キャリア支援センター」

6月10日（水）12:30〜13:10 ＠オンライン

博士後期課程の実際・修了後の進路に関する情報や

T-COCOA含む博士向けキャリア支援について紹介します。

令 和 8 年 度 プ ロ グ ラ ム 説 明 会

〜研究とキャリアを両立するために〜

博士のためキャリア総合ガイダンス 博士進学希望者のためのガイダンス

※2026.4月時点の情報です。予定が変更になる場合がございますので、

ホームページなどで、最新情報をご確認ください。

「革新」×「共創」で未来を拓く女性博士育成プロジェクト Ｔ－ＣＯＣＯＡ

「革新」×「共創」で未来を拓く女性博士育成プロジェクト
次世代研究者挑戦的研究プログラム（SPRING） 

※令和8年度実績によるものです。令和9年度再公募にあたり、一部内容が変更となる場合がございます。

新規支援
学生

9名/年

※

研究専念
支援金

※

240万円/年

研究費

※

20~ 40 万円/年



キャリア開発のための主な提供プログラム一覧

採用学生からの声

実業界で活躍する
女性博士のためのキャリア形成特論

各界の実務家や企業内研究者・博士起業家等による講義と、

異分野協働・共創の基礎力となるProject Based Team Studyを

組み合わせた授業です。

令和8年度 新規開講 大学院共通科目

T-COCOA海外派遣研修

海外において活躍されている企業人や研究者との現地での

交流を通じて、海外で働くことのリアルに触れる、海外で働く

ためのネットワークを形成する、ための機会を提供します。

テーラーメイド型インターンシップ

学生のニーズやスキル・志向性をもとに適した職域での

インターンシップをカスタマイズしています。

女性博士人材と企業との交流会〜
ワークインプログレス

自身の研究を素材に、企業人との対話を通して、研究に関する示唆

を得るとともに、キャリア形成の視野を広げます。

女性博士のOG講演・懇談会

アカデミア・企業など多様な場で活躍する女性博士の

ロールモデルから直接話を聞き懇談できる機会です。

カフェT-COCOA

特定企業の人事担当者や研究者などを囲む少人数での懇談・相

談会です。

キャリアプランニングシートと個別面談

年2回の定期面談で各自の研究活動やキャリア開発活動の

計画（キャリアプランニングシート）を確認しながら、

T-COCOA学生の年間活動をサポートします。

自由選択プログラム

・博士人材育成コンソーシアム連携13大学による、

年間100以上の共有プログラムが無料で受講可能。

・学生・キャリア支援センターによる各種セミナー・講座。

-研究プレゼン・ロジックセミナー

-海外研究セミナー など

問い合わせ先   お茶の水女子大学 学生・キャリア支援センター insei-shien@cc.ocha.ac.jp

ライフサイエンス専攻 

1年生

T-COCOA支援について
他専攻の学生や企業で活躍されている方と交流
する機会が多く設けられており、特にキャリア開発
の一環として受講したPBTSの授業は大きな刺
激となりました。新たな視点を得たことで、自分の
研究をより広い視野で考えられるようになったと
感じています。また、生活支援金のおかげで安心
して研究に専念できていることに加え、研究費の
支給により実験や学会発表にも積極的に取り組
むことができています。

後輩へのメッセージ
T-COCOAは、研究に専念できる支援だけでなく、
キャリアについて考える機会も与えてくれるプログラ
ムです。一定の参加要件はありますが、大きな負担
ではなく、希望すれば多くの機会を活用できます。ま
た、他の参加者やスタッフに気軽に相談できる環境
があることも、博士課程を続けるうえでの安心感に
つながっています。博士課程への進学を考える際の、
心強い選択肢の一つになると思います。

人間発達科学専攻 

2年生

T-COCOA支援について
SPRING の研究奨励費は、私の博士論文の調
査を進めるうえで大きな支えとなりました。主に
フィールドワークやインタビュー調査に充てること
ができ、必要な移動費や資料収集費を確保でき
たことで、 研究を計画通りに遂行することができ
ました経済的な不安が軽減されたことで、 調査
設計や分析により多くの時間と集中力を割くこと
ができ、 研究の質を高めることにもつながりまし
た。

後輩へのメッセージ
博士課程で研究を続けるには覚悟と継続的な努力
が必要ですが、 自分の問いを深く追究できる貴重な
時間でもあります。経済的・心理的負担も大きいと思
いますが、SPRING のような支援制度は確かな
後押しになります。自分の研究テーマに責任を持ち、
意義を言語化して挑戦してみてください。
応援しています。

令和7年度  実績報告

受賞歴
・学生講演賞（日本化学会第105春季年会）・優秀ポスター発表賞（第15回 CSJ化学フェスタ2025）
・Best Student Poster Presentation Award（第58回日本発生生物学会 合同大会 Joint Meeting of JSCB 77th & JSDB 58th）
・ペストポスター発表賞（日本数学会・日本応用数理学会・統計関連学会連合 異分野異業種研究交流会2025）
・Outstanding Student Poster Award（The Japan Society of Vacuum and 
Surface Science Kanto Chapter 10th Anniversary Symposium）
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